
１ 議 事 日 程（第１日） 

   （平成２６年第３回有田川町議会定例会） 

平成２６年９月３日 

午前９時３０分開会 

於 議 場 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸般の報告 

 日程第４ 報告第21号 専決処分の承認を求めることについて 

             平成２６年度有田川町一般会計補正予算（第２号） 

 日程第５ 報告第22号 有田川町土地開発公社の清算結了の報告について 

 日程第６ 報告第23号 平成２５年度有田川町財政健全化判断比率等について 

 日程第７ 議案第62号 平成２６年度有田川町一般会計補正予算（第３号） 

 日程第８ 議案第63号 平成２６年度有田川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第 

            １号） 

 日程第９ 議案第64号 平成２６年度有田川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１ 

            号） 

 日程第10 議案第65号 平成２６年度有田川町介護保険事業特別会計補正予算（第１ 

            号） 

 日程第11 議案第66号 平成２６年度有田川町簡易水道事業特別会計補正予算（第１ 

            号） 

 日程第12 議案第67号 平成２５年度有田川町一般会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第13 議案第68号 平成２５年度有田川町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算 

            の認定について 

 日程第14 議案第69号 平成２５年度有田川町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認 

            定について 

 日程第15 議案第70号 平成２５年度有田川町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の 

            認定について 

 日程第16 議案第71号 平成２５年度有田川町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認 

            定について 

 日程第17 議案第72号 平成２５年度有田川町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算 

            の認定について 

 日程第18 議案第73号 平成２５年度有田川町簡易排水事業特別会計歳入歳出決算の認 

            定について 

 日程第19 議案第74号 平成２５年度有田川町浄化槽事業特別会計歳入歳出決算の認定 

            について 
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 日程第20 議案第75号 平成２５年度有田川町かなや明恵峡温泉特別会計歳入歳出決算 

            の認定について 

 日程第21 議案第76号 平成２５年度有田川町特別養護老人ホーム等事業特別会計歳入 

            歳出決算の認定について 

 日程第22 議案第77号 平成２５年度有田川町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の 

            認定について 

 日程第23 議案第78号 平成２５年度有田川町岩倉財産区管理会特別会計歳入歳出決算 

            の認定について 

 日程第24 議案第79号 平成２５年度有田川町粟生財産区管理会特別会計歳入歳出決算 

            の認定について 

 日程第25 議案第80号 平成２５年度有田川町城山山林財産区管理会特別会計歳入歳出 

            決算の認定について 

 日程第26 議案第81号 平成２５年度有田川町八幡山林財産区管理会特別会計歳入歳出 

            決算の認定について 

 日程第27 議案第82号 平成２５年度有田川町安諦山林財産区管理会特別会計歳入歳出 

            決算の認定について 

 日程第28 議案第83号 平成２５年度有田川町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認 

            定について 

 日程第29 議案第84号 金屋町ふるさと基金条例を廃止する条例の制定について 

 日程第30 議案第85号 有田川町過疎地域自立促進のための固定資産税の特別措置に関 

            する条例の制定について 

 日程第31 議案第86号 有田川町半島振興対策実施地域における固定資産税の特別措置 

            に関する条例の制定について 

 日程第32 議案第87号 有田川町道路線の認定について 

 日程第33 議案第88号 有田川町道路線の変更について 

 日程第34 議案第89号 平成２６年度有田川町営二川小水力発電所建設工事の請負契約 

            について 

 日程第35 議案第90号 財産の取得について 

２ 出席議員は次のとおりである（１５名） 

    １番   谷 畑   進       ２番   小 林 英 世 

    ３番   辻 岡 俊 明       ４番   林   宣 男 

    ６番   殿 井   堯       ７番   佐々木 裕 哲 

    ８番   岡   省 吾       ９番   森 谷 信 哉 

    10番   堀 江 眞智子       11番   中 山   進 

    12番   新 家   弘       13番   湊   正 剛 

    14番   増 谷   憲       15番   橋 爪 弘 典 
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    16番   亀 井 次 男 

３ 欠席議員は次のとおりである（１名） 

    ５番   森 本   明 

４ 遅刻議員は次のとおりである（なし） 

５ 会議録署名議員 

    ４番   林   宣 男       12番   新 家   弘 

６ 地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の氏名（１５名） 

   町 長  中 山 正 隆    副 町 長  山 﨑 博 司 

   清 水 行 政 局 長  保 田 永一郎    消 防 長  前 田 英 幸 

   総 務 政 策 部 長  武 内 宜 夫    住 民 税 務 部 長  清 水 美 宏 

   建 設 環 境 部 長  佐々木   勝    福 祉 保 健 部 長  辻     勇 

   産 業 振 興 部 長  林   孝 茂    総 務 課 長  中 硲   準 

   企 画 財 政 課 長  一ツ田 友 也    教 育 委 員 長  早 田 智 代 

   教 育 長  楠 木   茂    教 育 部 長  三 角   治 

   監 査 委 員  木 下 正 昭 

７ 職務のために議場に出席した事務局職員の職氏名（２名） 

   事 務 局 長  中 西 満 雄    書 記  林   美 穂 

８ 議事の経過 

開会 ９時３０分 

○議長（湊 正剛） 

   おはようございます。 

   ５番、森本明君から欠席の届け出がありましたので報告します。 

   ただいまの出席議員は１５人であります。 

   定足数に達していますので、第３回有田川町議会定例会は成立いたしました。 

   ただいまから、平成２６年第３回有田川町議会定例会を開会します。 

～～～～～～～～～～～～～～～～ 

開議 ９時３１分 

○議長（湊 正剛） 

   本日の会議を開きます。 

   本日の議事日程につきましては、お手元に配付のとおりであります。 

……………日程第１ 会議録署名議員の指名…………… 

○議長（湊 正剛） 

   日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

   本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１１９条の規定により、議長において、

４番、林宣男君、１２番、新家弘君を指名します。 

……………日程第２ 会期の決定…………… 

－３－ 



○議長（湊 正剛） 

   日程第２、会期の決定についてを議題とします。 

   この際、議会運営委員会から、８月２８日に開催された委員会の結果について御報

告願います。 

   議会運営委員会委員長、中山進君。 

○議会運営委員長（中山 進） 

   おはようございます。 

   議長の指名がありましたので、議会運営委員会の開催結果について御報告申し上げ

ます。 

   去る８月２８日、午前９時３０分から議会運営委員会を開催し、本定例会の会期並

びに日程、各常任委員会の開催日等について協議いたしました。その結果、会期につ

きましては、本日から９月１９日までの１７日間と決定させていただきました。なお、

一般質問は１１日、１２日としております。 

   議事日程については、お手元に配付されている日程表のとおりといたしたく思いま

す。日程第４から日程第３５までの報告３件、議案２９件について一括上程を行い、

当局から提案理由の説明を求めた後、全員協議会において御審査願いたいと思います。 

   なお、全員協議会が終わり次第、日程第４、報告第２１号から日程第６、報告第２

３号についての議案審議を、本日お願いいたします。 

   この会期、日程等に御賛同を賜り、円滑な議会運営ができますよう議員各位の御協

力をお願い申し上げまして報告といたします。 

○議長（湊 正剛） 

   お諮りします。 

   ただいまの委員長からの報告のとおり、本定例会の会期は、本日から９月１９日ま

での１７日間にしたいと思います。 

   御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（湊 正剛） 

   異議なしと認めます。 

   したがって、会期は、本日から９月１９日までの１７日間に決定しました。 

……………日程第３ 諸般の報告…………… 

○議長（湊 正剛） 

   日程第３、諸般の報告を行います。 

   本定例会に町長より提出された案件は、報告３件、議案２９件であります。 

   また、本日の説明員は町長ほか１４人であります。 

   次に、本定例会までに受理いたしました請願について、手話言語法制定を求める意

見書の提出を求める請願書及び解釈改憲による集団的自衛権の行使に反対する意見書
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の提出を求める請願は総務文教福祉常任委員会に、仮称「徳田橋」架橋に係る請願書

は産業建設住民常任委員会に、それぞれお手元に配付の文書表のとおり付託すること

に決定いたしましたので御了承願います。 

   次に、監査委員より、平成２６年５月、６月、７月分の例月現金出納検査の結果及

び平成２５年度、平成２６年度の有田川町水道事業の出納検査・定期監査の結果を受

けていますので、お手元に配付のとおり報告いたします。 

   なお、平成２５年度一般会計及び各特別会計の決算認定に係る説明資料としてお手

元に配付されていることも申し添えます。 

   以上で諸般の報告を終わります。 

   お諮りします。 

   日程第４から日程第３５までの議案３２件を一括議題といたしたいと思いますが、

これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（湊 正剛） 

   異議なしと認めます。 

   したがって、日程第４から日程第３５までの議案３２件を一括議題とします。 

   提案理由の説明を求めます 

   町長、中山正隆君。 

○町長（中山正隆） 

   おはようございます。 

   きょうから、安倍第３次内閣が発足するようであります。きょうじゅうに決まると

思いますけれども、その目玉として非常に期待しているのが、ふるさと創生という地

方を大事にする担当大臣を置くということであります。まだまだ内容については全然

明らかになってないんですけれども、地方にとっては大事なことでありますんで、こ

れからも一生懸命に政策内容を見ながら対応をしていきたいと思っています。 

   それでは、提案理由の説明をさせていただきます。 

   本日、ここに平成２６年第３回有田川町議会定例会を招集しましたところ、議員各

位には、何かとお忙しい中、御参集を賜り、厚く御礼を申し上げます。 

   それでは、ただいま上程されました議案について御説明申し上げます。 

   報告第２１号は、平成２６年度有田川町一般会計補正予算第２号として、地方自治

法第１７９条第３項の規定に基づき、専決処分の承認を求めるものであります。 

   今回の補正は、台風１１号により災害が発生し、緊急に災害復旧事業等を実施し、

住民の生活の安全を確保する必要が生じたために、早急に予算措置を講じたものであ

ります。補正額は、歳入歳出それぞれ５億６，１７９万５，０００円を追加し、補正

後の予算総額は１５０億２，２３２万円と相なりました。 

   なお、補正額の財源といたしまして、分担金、国・県支出金、繰越金、地方債を充
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てることにしております。 

   報告第２２号は、有田川町土地開発公社の清算結了の報告についてであります。 

   平成２６年８月６日をもって有田川町土地開発公社の清算が結了いたしましたので、

地方地自法第２４３条の３第２項の規定により議会に報告するものであります。 

   報告第２３号は、平成２５年度有田川町財政健全化判断比率等についてであります。 

   地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定により、実質赤字比率、連結実質

赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率及び公営企業の経営の健全化をあらわす資

金不足比率を算出し、監査委員の意見を付した上で議会に報告するものであります。 

   議案第６２号は、平成２６年度有田川町一般会計補正予算第３号であります。 

   今回の補正の主なものは、共通するものとして、職員の人事異動による配置がえに

伴い、各科目において職員給与費等の増減補正を行っています。 

   ２款総務費の一般管理費では、退職手当事務組合特別負担金として４９９万２，０

００円を、賦課徴収費では、過誤納付還付金に２００万円を、３款民生費の社会福祉

総務費では、国民健康保険事業特別会計への繰出金を４４２万６，０００円増額し、

障害者福祉費では、平成２５年度の精算に係る国・県負担金等の返納金等として１０

８万３，０００円を、老人福祉費では、後期高齢者医療特別会計への繰出金を１０２

万６，０００円増額するとともに介護保険事業特別会計への繰出金を１０５万１，０

００円減額、児童福祉総務費では、子育て世帯臨時特例給付金として７８７万円を、

保育所費では、測量設計監理等委託料として２，５００万円を、４款衛生費の予防費

では、予防接種委託料として１，０７２万７，０００円を、保健センター費では、備

品購入費として８２万６，０００円を、じん芥処理費では、自動車購入費を６００万

円減額し、上下水道施設費では、簡易水道事業特別会計繰出金を９７４万５，０００

円増額し、６款農林水産業費の農業振興費では、マル御共撰改修に係る強い農業づく

り交付金の国補助分を１億５，０００万円減額する一方、町単独分を３００万円計上、

また新たに山椒集出荷貯蔵施設建設に係る国補助分の補助金７，５００万円を計上し

ております。  

   畜産業費では、畜産経営環境整備事業補助金として１１５万１，０００円を、７款

商工費の商工総務費では、わがまち元気プロジェクト補助金として１００万円を、８

款土木費の土木総務費では、木造住宅耐震改修事業補助金に２４７万７，０００円を、

道路新設改良事業費では、道路改良事業費を４，０２７万円減額する一方、がんばる

地域交付金事業として工事請負費に２，０００万円を、住宅管理費では、住宅修繕料

に１５０万円を、９款消防費の消防施設費では、防災施設整備工事費に９１８万５，

０００円を、備品購入費に１２０万円を、水防費では、消耗品費に１２９万４，００

０円を、災害対策費では、備品購入費に３２９万１，０００円を、１０款教育費の保

健体育総務費では、医師等報酬に１９３万５，０００円を、１３款諸支出金の基金費

では、水力発電施設周辺地域交付金基金積立金に６００万円をそれぞれ補正し、今回
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の補正額は、歳入歳出それぞれ１，６９７万３，０００円を減額し、補正後の予算総

額は１５０億５３４万７，０００円と相なりました。  

   なお、補正額の財源といたしまして、町税、国庫支出金、基金繰入金、繰越金及び

町債などを充てることにいたしております。  

   議案第６３号は、平成２６年度有田川町国民健康保険事業特別会計補正予算第１号

であります。  

   今回の補正の主なものは、療養給付費等負担金の前年度分返納金等に５，４４７万

８，０００円を、また人事異動による配置がえに伴う職員給与費として４４２万６，

０００円などを補正し、補正総額は５，８９０万４，０００円を追加し、補正後の予

算総額は３８億９，５３５万９，０００円と相なりました。  

   なお、補正額の財源といたしましては、国民健康保険税、一般会計からの繰入金及

び繰越金を充てることにいたしております。  

   議案第６４号は、平成２６年度有田川町後期高齢者医療特別会計補正予算第１号で

あります。 

   今回の補正は、職員の人事異動による配置がえに伴う職員給与費を１０２万６，０

００円追加し、補正後の予算総額は６億８，６７３万円と相なりました。 

   なお、補正額の財源といたしましては、一般会計からの繰入金を充てることにいた

しております。 

   議案第６５号は、平成２６年度有田川町介護保険事業特別会計補正予算第１号であ

ります。 

   今回の補正の主なものは、職員の人事異動による配置がえに伴う職員給与費を１０

８万４，０００円減額するとともに、国庫交付金等の前年度返納金として１，６４１

万８，０００円を補正し、補正総額は１，５７９万９，０００円を追加し、補正後の

予算総額は３０億８，８８０万円と相なりました。 

   なお、補正額の財源といたしましては、国・県支出金、基金繰入金及び繰越金を充

てることにいたしております。 

   議案第６６号は、平成２６年度有田川町簡易水道事業特別会計補正予算第１号であ

ります。 

   今回の補正は、人事異動による配置がえに伴い職員給与費８８７万１，０００円を

補正するとともに、水道施設整備事業費に工事請負費２１６万８，０００円を補正す

るものです。補正総額は１，１０３万９，０００円を追加し、補正後の予算総額は８

億６，４０９万１，０００円と相なりました。 

   なお、補正額の財源といたしましては、一般会計からの繰入金及び諸収入を充てる

ことにしております。 

   続いて、議案第６７号から議案第８３号までの１７議案につきましては、平成２５

年度有田川町一般会計及び特別会計並びに水道事業会計の決算認定をお願いするもの
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であります。その概要につきましては、会計管理者及び建設環境部長より説明をさせ

ることにいたしております。 

   議案第８４号は、金屋町ふるさと基金条例を廃止する条例の制定についてでありま

す。 

   この条例は、旧町から引き継いだ暫定施行の基金条例であり、平成２５年度末現在

で基金残高の全てを取り崩し、今後も積み立てる見込みもないため、条例を廃止する

ものであります。 

   議案第８５号は、有田川町過疎地域自立促進のための固定資産税の特別措置に関す

る条例の制定についてであります。 

   本町は、過疎地域自立促進特別措置法に規定する過疎地域に指定されており、業種

や取得費等の一定要件のもと、事業者が新設または増設した設備に係る固定資産税を

町が免除した場合、地方交付税によりその減収分が補てんされる特別措置が適用され

ることになりました。このことを受けて、固定資産税の課税の特別措置に関する条例

を制定することにより、対象資産に係る課税免除を実施し、本町における企業立地や

投資の拡大を促し、産業の振興と雇用の拡大を図るため条例を制定するものでありま

す。 

   議案第８６号は、有田川町半島振興対策実施地域における固定資産税の特別措置に

関する条例の制定についてであります。 

   本町が半島振興対策実施地域に指定されたことに伴い、業種や取得費等の一定要件

のもと、事業者が新設または増設した設備に係る固定資産税を町が不均一課税した場

合、地方交付税によりその減収分が補てんされる特別措置法が適用されることとなり

ました。このことを受けて、固定資産税の課税の特別措置に関する条例を制定するこ

とにより、対象資産に係る不均一課税を実施し、本町における企業立地や投資の拡大

を促し、産業の振興と雇用の拡大を図るため条例を制定するものであります。 

   議案第８７号は、有田川町道路線の認定についてであります。 

   有田川町大字下津野地内、町道北筋出線延長１８２．５メートルを道路法の規定に

より町道の認定をお願いするものであります。 

   議案第８８号は、有田川町道路線の変更についてであります。 

   有田川町大字野田地内、町道１００７号線延長５８．１７メートルを道路法の規定

により町道の変更認定をお願いするものであります。 

   なお、変更内容は町道の終点を変更し、変更後の延長は９２．６７メートルとなり

ます。 

   議案第８９号は、平成２６年度有田川町営二川小水力発電所建設工事の請負契約に

ついてであります。 

   平成２６年８月２１日、８業者を指名し競争入札に付したところ、和歌山市広瀬通

丁２の３０、株式会社冨士商會、代表取締役藤田雅也氏が２億４，５１６万円で落札

－８－ 



いたしましたので、工事請負契約を締結するに当たり議会の議決をお願いするもので

あります。 

   議案第９０号は、財産の取得についてであります。 

   小型消防ポンプ積載車４台の購入について、平成２６年８月２１日、６業者を指名

し競争入札に付したところ、和歌山市蔵小路１６番地、有限会社和歌山防火協会、代

表取締役山本幹哉氏が１，０８０万円で落札いたしましたので、物品購入契約を締結

するに当たり議会の議決をお願いするものでございます。 

   以上で提出議案に対する私の説明を終わります。何とぞ御審議の上、御賛同賜りま

すよう、よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（湊 正剛） 

   以上で町長の提案理由の説明が終わりました。 

   続きまして、補足説明をお願いします。 

   住民税務部長、清水美宏君。 

○住民税務部長（清水美宏） 

   おはようございます。 

   それでは、議案第６７号から議案第８２号までの平成２５年度一般会計及び特別会

計の決算につきまして、補足説明をさせていただきます。 

   なお、決算の状況につきましては、決算書及び主要施策の成果報告書に詳細に記載

されておりますので、概要のみの説明とさせていただきます。 

   お手元に配付させていただいております、この平成２５年度有田川町一般会計特別

会計決算説明資料に基づきまして御説明申し上げます。なお、この資料の金額は１，

０００円単位で、比率や割合につきましては小数点以下第１位となっておりますので、

よろしくお願いいたします。 

   それでは、１ページの決算総括表をごらんください。 

   一般会計と１５の特別会計の歳入歳出決算状況でございます。表の一番下ですが、

一般会計と特別会計の予算現額合計２７３億６，６５８万４，０００円に対しまして、

歳入決算額合計は２６７億１４８万６，０００円で、予算現額に対する収入率は９７．

６％となっております。 

   次に歳出ですが、歳出決算額合計は２６２億７，３４０万９，０００円で、予算現

額に対する執行率は９６．０％となっております。歳入歳出差引額の合計は４億２，

８０７万７，０００円で、翌年度へ繰り越すべき財源の合計の１億３５万２，０００

円を差し引きいたしました実質収支額は３億２，７７２万５，０００円となっており

ます。 

   次に、２ページをお願いいたします。 

   議案第６７号、有田川町一般会計歳入歳出決算から御説明申し上げます。 

   まず、一般会計歳入決算状況をごらんください。歳入合計は１７０億８，３６９万

－９－ 



円で、前年度と比較して８億５，２８２万７，０００円、率にして４．８％の減とな

っております。増減の主なものを申し上げますと、増額では、１９款繰越金で７，２

６６万８，０００円に準じ、２０款諸収入で５，６８３万３，０００円、主な要因に

つきましては、吉備中学校第２グラウンド整備事業及び賢地区集会所建設事業の助成

金、また後期高齢者医療療養給付費負担金の清算金の増額によります。 

   次に、１５款県支出金で４，７４８万１，０００円、主な要因につきましては、介

護基盤緊急整備特別養護老人ホーム建設の県補助金の増額によります。一方、減額で

は、１４款国庫支出金で７億４，３７３万８，０００円、この主な要因につきまして

は、吉備中学校改築事業及び災害復旧事業関係の国庫負担金・補助金の減額によりま

す。 

   次に、２１款町債で３億３，０８０万円、主な要因につきましては、吉備中学校改

築事業関係の借り入れの減額によります。歳入に占める割合で最も高いのが、１０款

地方交付税の４１．２％、次に１款町税の１７．１％、次に２１款町債の１５．９％

の順となっております。歳入総額のうち自主財源は４２億９，９４６万１，０００円

で、前年度と比べて１億８，１４２万３，０００円、率にして４．４％の増となって

おりまして、１９款繰越金に準じ、２０款諸収入、１款町税等の増が主な要因でござ

います。 

   また、自主財源の構成比としては２５．２％で、前年度と比較してプラス２．２％

となっております。これは、自主財源が増加するとともに、国庫支出金や地方債の依

存財源が減少したことによります。 

   次に３ページ、一般会計歳出決算状況をごらんください。 

   歳出合計は１６７億４，４１７万円で、前年度と比較して７億３４８万８，０００

円、率にして４．０％の減となっております。増減の主なものを申し上げますと、増

額では９款消防費で７億１，１９７万２，０００円、主な要因につきましては、消防

庁舎整備工事費及び備品・自動車購入費並びに消防救急無線デジタル化事業負担金の

増額によります。 

   次に、８款土木費の１億１，００２万４，０００円、主な要因につきましては、橋

梁長寿命化対策調査設計及び道路改良工事測量設計業務並びに工事費の増額によりま

す。一方減額では、１０款教育費の１４億８，６８０万円、主な要因につきましては、

吉備中学校改築関係事業費の減額によります。 

   次に、１１款災害復旧費の３億７，８２５万５，０００円、主な要因につきまして

は、公共土木及び農林水産施設災害復旧費の減額によります。 

   また、収支の状況につきましては、下の表でありますが、歳入歳出差引額３億３，

９５２万円、翌年度へ繰り越すべき財源１億３１万円を差し引きいたしました実質収

支額は２億３，９２１万円となっております。 

   次に、４ページをごらんください。 
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   議案第６８号、有田川町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算でございます。 

   歳入の主なものは、１款国民健康保険税９億６，７００万２，０００円、３款国庫

支出金１０億２，４９４万８，０００円で、歳入合計３８億３，６８５万円となって

おります。歳出の主なものは、２款保険給付費２３億５，５７８万９，０００円で、

歳出合計３７億７，２８４万８，０００円となっております。歳入歳出差引額と実質

収支額は、ともに同額の６，４００万２，０００円となっております。 

   次に、５ページをごらんください。 

   議案第６９号、有田川町介護保険事業特別会計歳入歳出決算でございます。 

   歳入の主なものは、３款国庫支出金７億１，０７６万６，０００円、４款支払基金

交付金７億５，１９０万９，０００円で、歳入合計２７億４，８８２万４，０００円

となっております。歳出の主なものは、２款保険給付費２５億７，５６９万９，００

０円で、歳出合計２７億３，５８８万７，０００円となっております。歳入歳出差引

額と実質収支額は、ともに同額の１，２９３万７，０００円となっております。 

   次に、６ページをごらんください。 

   議案第７０号、有田川町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算でございます。 

   歳入の主なものは、３款繰入金４億８，２９４万１，０００円で、歳入合計７億２，

５４８万４，０００円となっております。歳出の主なものは、２款後期高齢者医療納

付金６億５，７４３万３，０００円で、歳出合計７億２，０３４万１，０００円とな

っております。歳入歳出差引額と実質収支額は、ともに同額の５１４万３，０００円

となっております。 

   次に、７ページをごらんください。 

   議案第７１号、有田川町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算でございます。 

   歳入の主なものは、２款使用料及び手数料１億８，８９２万円、４款繰入金２億２，

３８５万円、歳入合計５億８，９８７万６，０００円となっております。 

   歳出の主なものは、２款施設費２億７，９５７万円、３款公債費２億７，１８０万

円で、歳出合計５億８，６２６万７，０００円となっております。歳入歳出差引額３

６０万９，０００円、翌年度へ繰り越すべき財源４万２，０００円を差し引きいたし

ました実質収支額は３５６万７，０００円となっております。 

   次に、８ページをごらんください。 

   議案第７２号、有田川町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算でございます。 

   歳入の主なものは、３款繰入金２億１，３０８万５，０００円で、歳入合計２億６，

３２４万８，０００円となっております。歳出の主なものは、２款施設費８，８７７

万４，０００円、３款公債費１億５，１５５万１，０００円で、歳出合計も２億６，

３２４万８，０００円となっており、歳入歳出差引額はゼロ円となっております。 

   次に、９ページをごらんください。 

   議案第７３号、有田川町簡易排水事業特別会計歳入歳出決算でございます。 
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   歳入、歳出合計額はともに１７４万円で、歳入歳出差引額はゼロ円となっておりま

す。 

   次に、議案第７４号、有田川町浄化槽事業特別会計歳入歳出決算でございます。 

   歳入、歳出合計額はともに９９９万６，０００円で、歳入歳出差引額はゼロ円とな

っております。 

   次に、１０ページをごらんください。 

   議案第７５号、有田川町かなや明恵峡温泉特別会計歳入歳出決算でございます。 

   歳入の主なものは、１款使用料及び手数料５，４９９万円、４款諸収入４，１５９

万９，０００円、歳入合計１億２，０３６万９，０００円に対し歳出合計も１億２，

０３６万９，０００円で、歳入歳出差引額はゼロ円となっております。 

   次に、議案第７６号、有田川町特別養護老人ホーム等事業特別会計歳入歳出決算で

ございます。 

   歳入、歳出合計額はともに１，０１８万９，０００円で、歳入歳出差引額はゼロ円

となっております。 

   次に、１１ページをごらんください。 

   議案第７７号、有田川町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算でございます。 

   歳入の主なものは、３款国庫支出金３億６，８９６万９，０００円、６款繰入金１

億９，８３１万７，０００円、９款町債５億６，２８０万円で、歳入合計１３億７１

３万８，０００円となっております。歳出の主なものは、２款施設費１０億２，１６

７万１，０００円で、歳出合計も１３億７１３万８，０００円となっており、歳入歳

出差引額はゼロ円となっております。 

   次に、１２ページをごらんください。 

   議案第７８号、有田川町岩倉財産区管理会特別会計歳入歳出決算でございます。 

   歳入、歳出ともにございません。 

   次に、議案第７９号、有田川町粟生財産区管理会特別会計歳入歳出決算でございま

す。 

   歳入合計５３万５，０００円で、歳出はございません。歳入歳出差引額と実質収支

額はともに同額の５３万５，０００円となっております。 

   次に、議案第８０号、有田川町城山山林財産区管理会特別会計歳入歳出決算でござ

います。 

   歳入合計１８８万円に対し歳出合計６，０００円で、歳入歳出差引額と実質収支額

はともに同額の１８７万４，０００円となっております。 

   次に、１３ページをごらんください。 

   議案第８１号、有田川町八幡山林財産区管理会特別会計歳入歳出決算でございます。 

   歳入合計１５５万３，０００円に対し歳出合計１２０万９，０００円で、歳入歳出

差引額と実質収支額はともに同額の３４万４，０００円となっております。 
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   次に、議案第８２号、有田川町安諦山林財産区管理会特別会計歳入歳出決算でござ

います。 

   歳入合計１１万３，０００円で、歳出はございません。歳入歳出差引額と実質収支

額は、ともに同額の１１万３，０００円となっております。 

   以下、１４ページは町税等の収納状況、１５ページは一般会計の繰入金状況、１６

ページは基金の繰入金状況、１７・１８ページは町債の借り入れ状況、１９・２０ペ

ージは２ページの一般会計歳入の明細で、２１・２２ページは３ページの一般会計歳

出の明細です。 

   また、決算書の５８３ページからは、財産に関する調書となっており、公有財産、

物品、基金に係る決算年度中の増減及び決算年度末現在高を掲げておりますので、御

参照いただきたいと存じます。 

   以上で一般会計及び特別会計に係る決算の補足説明を終わらせていただきます。御

審議の上、御認定賜りますよう、何とぞよろしくお願い申し上げます。 

○議長（湊 正剛） 

   建設環境部長、佐々木勝君。 

○建設環境部長（佐々木勝） 

   おはようございます。 

   それでは、議案の補足説明をさせていただきます。 

   議案第８３号、平成２５年度有田川町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定に

ついてでございます。 

   決算書の１ページをごらんください。 

   まず、収益的収入及び支出で収入の部、第１款水道事業収益は４億２，０４５万９，

５１４円です。内訳といたしましては、第１項の営業収益３億８，９５２万３，３９

６円、第２項の営業外収益は３，０９３万４，５４３円でございます。 

   支出の部では、第１款水道事業費用といたしまして３億６，７７９万２，６４１円

です。内訳といたしまして、第１項の営業費用として２億８，７４８万３，２５９円、

第２項の営業外費用は２，６５５万５，６９５円、第３項の特別損失は５，３７５万

３，６８７円でございます。 

   次に、資本的収入及び支出につきましては、収入の部、第１款資本的収入は１億５，

８６５万１，０２６円です。内訳といたしましては、第１項の工事負担金１億５，８

６５万１，０２６円でございます。 

   支出の部では、第１款資本的支出といたしまして、３億１８４万９，５０８円です。

内訳といたしまして、第１項の建設改良費２億４，１１６万９０３円、第２項の企業

債償還金６，０６８万８，６０５円となり、資本的収入額が資本的支出額に対し１億

４，３１９万８，４８２円不足いたしますが、これにつきましては過年度分損益勘定

留保資金２４７万７，２６０円、当年度分損益勘定留保資金１億２，６７９万６，６
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２７円、消費税及び地方消費税資本的収支調整額３９２万４，５９５円、建設改良積

立金取り崩し額１，０００万円より補てんをさせていただいております。 

   続きまして、３ページから７ページにつきましては、損益計算書、剰余金計算書、

剰余金処分計算書案、貸借対照表でありますが、この中で４ページの剰余金計算書の

右側の利益剰余金の中ほどにあります繰越利益剰余金年度末残高３，７１３万３，１

２５円と、当年度純利益４，４１４万３，７７３円を合計いたしました８，１２７万

６，８９８円が未処分利益剰余金となります。 

   また、５ページの剰余金処分計算書案については、議決をいただく事項でございま

すが、当年度未処分利益剰余金８，１２７万６，８９８円の中より６，０００万円を

建設改良積立金とし、残額２，１２７万６，８９８円は平成２６年度への繰越利益剰

余金とさせていただいておりますので、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

   なお、９ページから２４ページまでは決算附属書類並びに参考資料でございます。

御確認のほどよろしくお願いいたします。 

   以上で、簡単ではございますが、説明を終わらせていただきます。ありがとうござ

いました。 

○議長（湊 正剛） 

   ほかに補足説明はありませんか。 

   ―― ないようですので、提案理由の説明を終わります。 

   次に、監査委員より、日程第１２、議案第６７号から日程第２８、議案第８３号ま

での平成２５年度各会計の監査報告をお願いします。 

   代表監査委員、木下正昭君。 

○代表監査委員（木下正昭） 

   おはようございます。 

   ただいま、平成２５年度決算について審査意見を求められましたので御報告いたし

ます。なお、一部会計管理者の御報告と重複する部分がございますが、御了承いただ

きたく存じます。 

   決算審査は、去る７月３１日から８月５日まで、亀井監査委員とともに地方自治法

の規定に基づき、平成２５年度有田川町一般会計、特別会計の歳入歳出決算及び基金

の運用状況を、また地方公営企業法の規定に基づき、平成２５年度有田川町水道事業

会計の決算について、予算科目を担当する各課ごとに審査をいたしました。 

   審査の結果につきましては、結論的には、各会計の歳入歳出決算書及び附属書類は

いずれも関係法令に準拠して作成されており、それぞれの関係諸帳簿及び証拠書類と

照合した結果、決算内容、その他関係事務の処理については適正に処理されており、

一部の繰越明許事業を除き所期の成果を得たものと認められます。 

   なお、例月出納検査及び本審査において指摘あるいは指導した事項については、今

後、検討または改善の措置を講じるよう要望するものであります。 

－１４－ 



   まず、有田川町全体の総括について申し上げます。 

   一般会計と特別会計を合わせた総計決算では、歳入歳出差引額で４億２，８０７万

７，０００円の黒字であります。翌年度へ繰り越すべき財源は、繰越明許費が１億３

５万２，０００円あるため、実質収支額は３億２，７７２万５，０００円の黒字とな

りました。 

   次に、一般会計の財政構造について申し上げます。 

   議案第６７号、有田川町一般会計歳入歳出決算の認定についての決算書に添付させ

ていただいております審査意見書に沿って説明させていただきます。 

   歳入を財源別に見ますと、自主財源が２５．１％、依存財源が７４．９％の比率に

なっており、自主財源構成比は前年度を２．２％上回りました。この構成の内容につ

きましては、３ページから４ページをごらんいただきたく思います。現状では、依然

として財政基盤の安定性と行政活動の自立性が確保されているとは言いがたい状況に

あります。 

   また、歳入を経常的収入と臨時的収入とに区分すると審査意見書の５ページのよう

になります。昨年度と比べると経常的収入はほぼ横ばい、臨時的収入は減少しており、

全体として収入は減少しています。詳細につきましては、後ほど審査意見書の５ペー

ジをごらんいただきたく思います。 

   性質別歳出状況につきましては、まず義務的経費が前年度より１，３２４万４，０

００円の減少となっております。投資的経費につきましては８億１，１３１万円減少

し、その他の経費は１億２，１０６万６，０００円の増加となっています。主な要因

につきましては、後ほど審査意見書６ページをごらんいただきたく思います。 

   今後におきましては、公債費、人件費などの経常経費をさらに抑制するとともに、

事務事業の評価等により事業の見直しを図っていく必要があります。 

   次に、財政構造の弾力性について申し上げます。 

   審査意見書の７ページに記載しておりますが、財政力の総括的指標となる財政力指

数は、前年度より０．００５ポイント好転し０．３４５となっております。なお、和

歌山県の町村平均０．２８０と比較しますと０．０６５ポイント上回っています。 

   財政構造の弾力性を判断する経常収支比率は、８７．４％と前年度比０．５ポイン

ト上回っております。通常この指標は７０％から７５％程度におさまることが妥当と

考えられておりますので、当町の場合、経常収支比率は高い水準にあり、財政構造の

硬直化が進んでいると言えます。 

   また、公債費による財政負担の程度を示す指標である実質公債費比率単年度分は、

前年度に比べ０．６ポイント減少し１１．６％となっております。平成２４年度の和

歌山県の町村平均は１０．５％ですから、県内の他の町村と比べると、当町の実質公

債費比率はやや上回っていると言えます。 

   以上の各指標等から勘案すると、改善の努力は認められるものの、現状においては
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必ずしも財政構造の弾力性が維持されている状況にはなく、次世代への負担を考慮し、

より健全な財政運営を志向していただきたく要望するものであります。 

   それでは次に、一般会計の決算について御説明申し上げます。審査意見書８ページ

以降に詳細を記載しております。 

   平成２５年度一般会計決算収支は、歳入総額１７０億８，３６９万円、歳出総額１

６７億４，４１７万円、歳入総額から歳出総額を差し引いた形式収支額は３億３，９

５２万円となっております。このうち翌年度へ繰り越すべき財源は１億３１万円で、

これを除いた実質収支額は２億３，９２１万円の黒字となっており、さらに前年度の

実質収支額３億７，３７４万５，０００円を差し引いた単年度収支額は１億３，４５

３万５，０００円の赤字となっています。 

   次に、町債の状況を申し上げますと、平成２５年度末の残高は２４３億４，９３６

万９，０００円であり、前年度末と比べ４億７０５万３，０００円の増額となってお

りますが、今後とも計画的な残高の削減と健全な財政運営に努められるよう期待する

ところであります。 

   また、債務負担行為の状況につきましては、審査意見書８ページに記載のとおり、

平成２６年度以降の支出予定額は５億４，７８１万円で、これは町債と同じ性格であ

り、今後十分考慮して財政運営に当たられることを要望いたします。 

   基金の残高状況につきましては、審査意見書９ページに記載しておりますが、平成

２５年度末現在高は９２億４，９９３万７，０００円で、前年度末から９億１，０４

０万４，０００円増加しております。基金の運用については、基金の安全性を第一に

考え、適正な管理、運用に努められることを希望いたします。 

   なお、一般会計の各項目ごとの審査内容につきましては、審査意見書の１０ページ

から２３ページを後ほど御一読いただきたいと思います。 

   以上をもちまして、一般会計の報告を終わらせていただきます。 

   次に、特別会計の決算について御報告申し上げます。審査意見書２４ページから３

９ページ並びに別紙の５以降に詳しく記載しておりますので、概要のみ申し上げます。 

   平成２５年度の各特別会計全体の決算収支は、歳入総額９６億１，７７９万５，０

００円、歳出総額９５億２，９２３万９，０００円で、歳入総額から歳出総額を差し

引いた形式収支額は８，８５５万７，０００円となっております。そのうち翌年度へ

繰り越すべき財源は４万２，０００円、実質収支額は８，８５１万５，０００円とな

り、前年度実質収支額１億９４３万９，０００円を控除した単年度収支額は２，０９

２万４，０００円の赤字となっております。 

   次に、主な特別会計について概要を御報告申し上げます。 

   国民健康保険事業特別会計につきまして、実質収支は６，４００万２，０００円の

黒字となっているものの、一般会計からの繰入金等により黒字化している状況にあり、

国保財政は依然として厳しい状況にあります。 
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   なお、前年度に比べて収入未済額が減少し、収納率も８７．３％と昨年度に比べて

０．１ポイント上昇しているものの、不納欠損額は増加しています。健全な財政運営

を推進する上において、さらなる収納率の向上と累積滞納額の削減を図られるよう、

一般会計と同様に徴収率向上に向け、より一層の努力をお願いします。 

   次に、介護保険事業特別会計につきまして、歳入歳出規模は年々増加しており、本

年度も一般会計より４億２，８２２万３，０００円の繰り入れを行っています。また、

１４７万６，０００円の不納欠損額８３３万８，０００円の収入未済額が生じていま

すが、実態を把握の上、適切な対策を講じられるよう要望いたします。高齢化が進行

し保険給付費が増加する中で、今後は予防医療の推進など、行政の積極的な対応が重

要であると認識いたします。 

   公共下水道事業特別会計につきましては、平成２１年４月から一部供用が開始され、

平成２５年度末時点での接続率は４９．３％と順調に推移しています。今後は厳しい

経営状況が予測されることから、加入促進を強力に推進するとともに、使用料や負担

金については滞納額を発生させないよう一層の努力をお願いします。 

   また町債につきましては、平成２５年度末現在高は５６億２，５３５万７，０００

円であり、２５年度中に５億１１４万６，０００円増加しました。今後も事業の進捗

に伴い、町債の増加や公債費の増加が見込まれることから、財政の裏づけのあるより

現実的な事業推進に当たられるよう望むところであります。 

   その他の特別会計につきましては、審査意見書に詳しく記載しておりますので省略

させていただきます。 

   最後に、実質収支に関する調書、財産に関する調書、基金の運用状況につきまして

は、審査意見書に記載のとおりでありますが、この附属調書の計数には誤りはなく、

基金運用も目的に沿って活用されていると認められます。 

   以上をもちまして、一般会計並びに各特別会計の報告を終わらせていただきます。 

   引き続きまして、平成２５年度有田川町水道事業会計でございます。 

   審査に付されました決算諸表は、いずれも地方公営企業法、その他関係法令に準拠

して作成されております。事業の経営成績及び財政状態は適正に表示されており、そ

の数値は正確であると認められます。 

   以下、お手元に配付しております議案第８３号、平成２５年度有田川町水道事業会

計剰余金の処分及び決算の認定についてに添付させていただいております、平成２５

年度有田川町水道事業会計決算審査意見書の内容を中心に御説明を申し上げます。 

   経営状況につきましては、平成２５年度における収益的収支のうち水道事業収益に

あっては４億６６万９，０００円、水道事業費用にあっては３億５，６５２万５，０

００円となりました。この結果、純利益は４，４１４万４，０００円となり、前年度

に比べ３，０６０万９，０００円の減益となりました。 

   一方、資本的収支でありますが、資本的収入は１億５，８６５万１，０００円、資
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本的支出は３億１８４万９，０００円となっており、この不足額につきましては、審

査意見書８ページに記載していますとおり損益勘定留保資金、建設改良積立金取り崩

し額等により補てんされております。 

   次に、給水状況でございます。審査意見書３ページに記載していますとおり、前年

度に比べ配水量は減少しておりますが、年間有収水量は増加となっております。有収

率は８３．９％と前年度よりも向上しています。効率的な経営を持続するため、今後

も有収率のより一層の向上に努められるようお願いいたします。 

   未収金につきましては、その主なものは他会計の事務負担金や工事負担金であり、

一般会計側の出納整理期間中に全額収納されています。水道料金の収納率は９９％と

前年度と比べ向上しています。水道料金については、利用者負担の原則から引き続き

未納解消に努められますようお願いいたします。 

   その他、詳細につきましては、お手元に配付いたしました平成２５年度有田川町水

道事業会計決算審査意見書に水道事業の財務諸表を添付し、損益及び財務状況を示し

ておりますので、後ほどごらんくださるようお願いいたします。 

   これにて水道事業会計を終わらせていただきます。 

   次に、審査に付されました報告第２３号、平成２５年度有田川町財政健全化判断比

率等は、いずれも関係法令に準拠して作成されており、これらの算出過程並びに比率

等はいずれも正確であると認められます。各比率はおおむね健全な数値を保ってはい

るものの、依然として厳しい財政状況にあることから、今後これらの指標の動向を十

分注視し、健全な財政運営をされるよう要望いたします。 

   次に、各比率ごとの意見について申し上げます。お手元の審査意見書において詳し

く記載しておりますので、概要だけを申し上げます。 

   まず、意見書の２ページの実質赤字比率につきましては、先ほど御報告したとおり、

平成２５年度の実質収支は２億３，９２１万円の黒字であります。したがって、実質

赤字比率は発生しておりません。しかしながら、歳入のうち４１．２％を地方交付税

に依存しております。普通交付税の合併算定替特別措置が段階的に終了する平成２７

年度以降に備えた財政規模の見直しが必要になるものと予測されます。 

   次に、連結実質赤字比率について申し上げます。普通会計に公営事業会計を含めた

連結での実質収支は、全ての特別会計において黒字となり、連結実質赤字比率は発生

していません。実質公債費比率につきましては、３カ年平均であらわすことにより１

２．３％となっており、前年度１２．７％と比較して０．４ポイント改善されており

ます。 

   次に、将来負担比率について申し上げます。審査意見書３ページをごらんいただき

たいと思います。 

   将来負担比率は６５．９％となっており、この数値は昨年度より７．５ポイント改

善されています。早期健全化基準の３５０％を大幅に下回ってはいるものの、公共下
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水道事業の地方債残高は年々増加していることなどを考慮すると、今後ともより健全

化を志向していくことが肝要であると考えます。 

   最後に、資金不足比率につきましては、審査意見書３ページから４ページに記載し

ておりますが、各会計とも資金不足は発生しておりません。しかし、水道事業会計と

特別養護老人ホーム等事業特別会計を除く各特別会計では、繰入基準額以上の一般会

計からの繰り入れを行っております。今後、これらの抑制に努め、受益者負担ないし

は独立採算を原則とした思考で努力されることを期待いたします。 

   以上、平成２５年度有田川町各会計決算の審査意見及び財政健全化判断比率等の報

告を行いましたが、なお一層財政健全化を志向し、町民の信頼にこたえるため行政の

改革と執行体制の確立をお願い申し上げまして、監査委員としての報告を終わらせて

いただきます。 

○議長（湊 正剛） 

   以上、監査委員の報告が終わりました。 

   暫時休憩します。 

   休憩中に、４階第１会議室において、１０時５０分より全員協議会を開催しますの

で、よろしくお願いします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～ 

休憩 １０時３５分 

再開 １４時４２分 

～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（湊 正剛） 

   再開いたします。 

……………日程第４ 報告第２１号…………… 

○議長（湊 正剛） 

   日程第４、報告第２１号、専決処分の承認を求めることについて、平成２６年度有

田川町一般会計補正予算第２号を議題といたします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（湊 正剛） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（湊 正剛） 

   討論なしと認めます。 

   これより、採決を行います。 

   本件を承認することに賛成の方は、起立願います。 
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〔起立全員〕 

○議長（湊 正剛） 

   起立全員であります。 

   よって本件は、承認することに決定いたしました。 

……………日程第５ 報告第２２号…………… 

○議長（湊 正剛） 

   日程第５、報告第２２号、有田川町土地開発公社の清算結了の報告についてを議題

とします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（湊 正剛） 

   質疑なしと認め、これで報告を終わります。 

……………日程第６ 報告第２３号…………… 

○議長（湊 正剛） 

   日程第６、報告第２３号、平成２５年度有田川町財政健全化判断比率等についてを

議題といたします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（湊 正剛） 

   質疑なしと認め、これで報告を終わります。 

   お諮りします。 

   日程の順序を変更し、日程第１２、議案第６７号から日程第２８、議案第８３号ま

でを先に審議したいと思います。御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（湊 正剛） 

   異議なしと認めます。 

   日程の順序を変更し、日程第１２、議案第６７号から日程第２８、議案第８３号ま

でを先に審議することに決定しました。 

   お諮りします。 

   日程第１２、議案第６７号から日程第２８、議案第８３号までの１７件を一括議題

といたしたいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（湊 正剛） 

   異議なしと認めます。 

……………日程第１２ 議案第６７号から日程第２８ 議案第８３号…………… 

○議長（湊 正剛） 
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   日程第１２、議案第６７号から日程第２８、議案第８３号までの１７件を一括議題

とします。 

   一括して質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（湊 正剛） 

   質疑なしと認めます。 

   お諮りします。 

   ただいま議題となっています議案第６７号から議案第８３号までの１７件について

は、６人の委員で構成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託したいと思いま

すが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（湊 正剛） 

   異議なしと認めます。 

   したがって、議案第６７号から議案第８３号までの１７件については、６人の委員

で構成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定しまし

た。 

   お諮りします。 

   ただいま設置することに決定しました決算審査特別委員会の委員の選任については、

委員会条例第７条第２項の規定によって、議長において、谷畑進君、小林英世君、辻

岡俊明君、岡省吾君、森谷信哉君、橋爪弘典君を指名したいと思います。御異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（湊 正剛） 

   異議なしと認めます。 

   したがって、ただいま指名した６名を決算審査特別委員会の委員に選任することに

決定しました。 

   暫時休憩いたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～ 

休憩 １４時４５分 

再開 １４時４５分 

～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（湊 正剛） 

   再開いたします。 

   報告いたします。 

   ただいま設置されました決算審査特別委員会より、正副委員長に互選された結果の

報告を受けています。 
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   委員長に橋爪弘典君、副委員長に小林英世君が選任されましたので御報告いたしま

す。 

   お諮りします。 

   決算審査特別委員会に付託して審査することに決定した議案のうち、議案第６７号

から議案第８２号までの１６件は、閉会中の継続審査といたしたいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（湊 正剛） 

   異議なしと認めます。 

   したがって、議案第６７号から議案第８２号までの１６件は、閉会中の継続審査と

することに決定しました。 

   お諮りします。 

   日程の順序を変更し、日程第３２、議案第８７号及び日程第３３、議案第８８号を

先に審議したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（湊 正剛） 

   異議なしと認めます。 

   日程の順序を変更し、日程第３２、議案第８７号及び日程第３３、議案第８８号ま

でを先に審議することに決定しました。 

   お諮りします。 

   日程第３２、議案第８７号及び日程第３３、議案第８８号の２件を一括議題とした

いと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（湊 正剛） 

   異議なしと認めます。 

   日程第３２、議案第８７号及び日程第３３、議案第８８号の２件を一括議題としま

す。 

   一括して質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（湊 正剛） 

   質疑なしと認めます。 

   お諮りします。 

   ただいま議題となっています日程第３２、議案第８７号及び日程第３３、議案第８

８号の２件については産業建設住民常任委員会に付託したいと思いますが、御異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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－２３－ 

○議長（湊 正剛） 

   異議なしと認めます。 

   したがって、日程第３２、議案第８７号及び日程第３３、議案第８８号の２件につ

いては、産業建設住民常任委員会に付託して審査することに決定しました。 

   お諮りします。 

   日程第７、議案第６２号から日程第１１、議案第６６号、日程第２９、議案第８４

号から日程第３１、議案第８６号及び日程第３４、議案第８９号から日程第３５、議

案第９０号までを提案理由の説明だけにとどめ、議案調査のため審議を中止したいと

思いますが、これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（湊 正剛） 

   異議なしと認めます。 

   本日の会議は、これで延会したいと思います。 

   なお、次回の本会議は、９月１１日木曜日、午前９時３０分に開議します。 

～～～～～～～～～～～～～～～～ 

延会 １４時４９分 

 


